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ア : 与式 = 1 - 3

=

m

よ

イ : 与式=
9a

~

x 8 b

ba

= 12abmm

ウ : 与式 =

5 (x - Y) - 2 (x + 4 Y )

10

=

5x - 5 Y - 2x - 8 Y
10

=間
nm

ェ : 与式= 」 + 24 ×昨 +☆ー 9⑭
= 7 t 2兆 t 2 - 90 ⑭
= 9 - 71immm

(2 ) 36 a
-㎡= ( 6 atb )( 6 a - b ) より

a = 8
.
b = 47 を 代入 して

( 6 × 8 + 47 ) × ( 6 × 8 - 47 )
= 95 × 1

= 9…



(3) 式 を 整理して
x
2
- 8x - 20 = 0

⇒ (x t2)(x - (0) = 0

:

: x = - 2
,

10m

22

し)

ト
P1条件のより O は BCAC から
等しい距離にあるので
LBCA の 角 の 二等分線上: である

←

( イ ) 条件②より、 OA = OC-

⇒ 0 は 線分 A C の 垂直
二等分線上 である

よってレア ) 。 (イ ) の 交点 が 作国する 点 O である

( に
「 毎分 x

し xx℃1 分 → x L

) _ '
to

Y 分 → 90 L

9OL
よって 、点



(3) 袋 A に 入 っている 玉 を ① A
.

②A
.
③A . ④A .

袋 B に 入っている 玉 を ①B . ②B
.
③⑬ と 書 くことと

する 、 樹形国は 、 以下 の 通 り

A B A B A B

①A O OB X OB X

OATDO 盈 ?習 :成 x

③ B X ③ B X ③ B O

A B 玉 の 取 り 出 し 方 は全部 で16通
り

①
B X そのうち

、数字 が 同 じとなる

炎 名は 7通り
m

確率はよって 、 求める

④ A O ‰
る

、
昨年 の 1 月 の 二酸化炭素 の 排出量 を xkg ,

昨年 の 2 月 の 二酸化炭素の 排出量を Ykgとする 、
今年 の 1 月 は 、昨年 の 1 月 より 20 % 減少
⇒ 今年 の 1 月 の 排出量 は ( 1 - 0 . 22x = 0 . 8

x

今年の 2 月 は 、 昨年 の 2 月 より 10% 増加
⇒ 今年 の 2 月 の排 出量 は ( 1 + 0

. 17y =
1

. 1～



今年 の 1 月 と 2 月 の 合計 は 498 kg より

0
.
8x + 11 は =498 -①

今年の 1 月 と 2 日 の 合計 は 、 昨年 の 1 月 と 2 月 の

合計 より 42 kg減少 より 今年 は 昨年 より 42kg減
→ 昨年よ今年 より 42kg 増

xtym ～ = 498 + 4 ②
～

昨年 の合計 昨年 は 、今年より42kg増
よって 、 ①② の 連立方程式 を 解 く 、 ② より

x ty = 540 ー ”

だから 、①× 10 - ②× 8 より

8 x t 1 Y = 4980

1 8x t 8 Y = 4320

3 Y = 660

Y = 220

Y = 220 を ② ' に代入 して

x + 220 = 540

: " x = 320

x
.
Y は 昨年 の 排出量であるから、
今年 の 月
～

～の排出量 = 320 × 0
.

8

= 256 kg～

今年 の 2 月
～

～の排出量 = 220 × 1
.
1

= 242 kg
～



凵
い ;

ロ ADBE と 乗直な 面 は 、

OABC
,
ODEFm
～

(2 )

G から DE に 乗線 を 下 るした 足 を
G とする
2 G A G

Ar ㉚ B B

1

¤

8 羹誉
'

① ⇒ ④
⑦

b
5 , E D G

E

A .

G
B

十 OD

D ' G E



求 める体積 は ③ + ⑨
⑦ について

⇒ 半径 BA の 円柱一半径 BG の 円柱

= 5 × 5 × Tπ × 8 - 3 × 3 ×π × 8瀣
3

= 200 π - 172 π
= 128π cm
mm

⑨ について 、

G .
13

⇒ 半径BG の 円柱一半径 BG の円 すい

: = 3 × 3 ×π× 8 - 3 × 3 ×π × 8 × 8
G

E = 72π - 24 π
= 48 T0 cm

㎥

～

よって 求 める 体積 は 128π+ 48π= 176 π cm
㎥

mm

(3 )
ー 5
難問

DABC は AB = AC の =等辺
\ '

15 . 1 三角形 で 、 K は BC の 中点 より

一 ㎥ LAKB =900ABK で 三平方の

定理 より

8 逃 =√52 “√25 -
9

= = T同 = 4

1 また AKIK しより、 OAKしは

直角三角い、 よって 三平方 の

定理 より



AL= 」
“N 16 +6

= 4√5 =√88 = 40√

M は AL の 中点 より
AM = LM = 2√5～

NN
'YBE となるように 、辺 CF上

に N
' をとる

対称性からMN = MN ' より
.

OANN ' は 二等辺三角形

また NN ” と KL の 交点 を P とおくと
NN P は NN

1
の 中点 であるから

P OMNN において 、 MPINN
ッ M NP = 3 cm より

ざ 6 " MP の 長 さが
N 1 "

p
7 l N

"

分 かれば MN を
求 められる

1 AT
4

MM" AK となる
5 ように辺 K し 上 に

6 Mt. p M
'

を E る

N
「

㉕ M は AL の 中点 より

' 中点連結定理 から
L

M
「

は KL の 中点
KM '

= 4ommm



また 、 中点連結定理より
Mn= IAK

= 主 × 4 = 2 cm
～

よって

沿M
= 2cm
～

0 Mゾで方定理より=2☆
M

=望
1 よって

、

三平方 の 定理 より音㎡ MN = N2√ 8 + 9
ー

/
N

" 二而
N .

3 P
= rT7cmmun

5
(1 )データをさい…順 に並べると

ro " … o.
原59人 坐

データをいさい順 に 並べたときの 60番目



グラフより
4 ～ 8 : 2 人

8 ～ 12 : 6 人 51 人
12 ～ 16 : 5人 } ' 76 人16 ～ 20 : 10人

20 ～24 : 28人

24 ～28 : 25 人

よって 、60番目 の 人 は 階級 が 24回以上 28 回未満
におり 、 その 度数 は 25

人

(参考 )
60番目 の人 は欲山観箱476

番目

' 24 ～28 にいる
(2 )

アン 第 1 四分位数 は 、 下位データの 中央 の 値
59 人

ー
0∞……29人

データをさい順 に並べたときの 30番目
より 4 ～20 で 2 + 6 + 5 t 10 = 23人

、

4 ～ 24 で 2 + 6 + 5 + 10 +28 = 51 人 であるか
20 ～ 24 に 第 1四分位数がある 。



23番目

o… … の …5
番目 '

30番目 は
0 ⇒ 20 ～24回

ー

23人

よって 第 1四分位数の階級 は 20回以上 24回未満
なので 誤 り

=
箱 ひげ 国 より

1組 の 中央値 : 25 回
⇒

25回以上 の 人 は 、 多くても

15 人 であるから
、

26 回以上 は 15人以下
3組 の 中央値は 24回 ⇒ 24回以上の 人 は、 多くても

15 人 であるから
、

26 回以上 は 15 人以下
、

よって 正 しい

ウヴ
四分位範囲 = 第 3 四分位数 - 第 1 四分位数
2組 の 四分位範囲= 32 - 20 = 12 回
4 組 の 四分位範囲 = 29 - 22 = 7回

よって 2組 の 方 が 大 きいので 誤 り

② :

グラフより 36 回以上 は 3 人
… ～

。 一方
、

2組 ~ 4組の

最大値 は 36 回 より、 J さいので 、2 組 ~4 組に36回以上
の生徒はいない～ 。 1組 の最大値は 36 回 であるから、

1組 で 36 回 の 生徒は 3 人。 よって 正 しい



6 . aY Y = 女x において 、

つx = 3
(い

豳 のとき

Y = 女 × 32

: √ッ = 49
-ュ

( ℃ 護域 ってなのの変域 うつなり0～
(2 )

ア : A は Y = ax
'

上 にあり 、

x = 2 だから
y = ax 22
= 4 a : A (2 , 4a )

直線 OA の 式 を = mx とお C と A ( 2 , 4a ) を

通 るから
la = m × 2

= 2 m

: m = 2a

よって 直線OA は
y= x ←

したがって 、直線 OA の傾
きは

zamm



ィ
DCA は Y軸 について

対称 であり
、

A の 座標
～

は

i アより (2 , 4a ) だか 、
～

.

; D -2
,
4a
～:

1 B は Y = Qx ' 上 にあり

: x = 4 だから
i y=a × 42

1 = 16 a:
1 : . B (

4
.16 a
)

1
1

ロGEAB は平行四辺形
より

(- 2 , 1 )議 EA = BG
⇒Anx座標 ー E のx座標
= B の x座標 -G の x座標

ー

よって
2 - E のx座標 = 4 - 1

= 3

いたの x 座標=fmmmw

したがって 、 E は OD の 中点 だから
、

E の Y 座標 =

D の Y 座標 +① の Y座標
2

== 2a



<
. El-lizalmmum

AEKBG より 傾きが等 しい

⇒ x の 増加量 は 3 で等 しいから

: :
Y の 増加量 も等 しい

E → A の Y の 増加量は
i : 4 a -2 a = 2a

だから 、G → B の Y の 増加
(-1,2a ) : (2.⑲

量 も 2a
.

B の Y座標 は 16a

1
だからG の Y 座標 は 14m

E,) i ( G → B の Y の 増加量 はい
4 16 a - G の Y座標 = 2a
W
3 3 -

: G の Y座標 = 14a
よって G ( 1

, 14 a )
nuy

AC/ BG より 傾き( に 変化の 割合)が 等しいので
入

4a - 1
=

16a -14 a( 瓢 の割合
つ xの増量の増加量

)
2 - 6 - 21

mmACの 変化 の

4 - 1

mmGの 変化B の ^☆ (2 , 4al

割合 割合
川4 ,

_

4a- 1 ⇒ 崎
ゃ=a

B (4 , 16a ) ↓等しい

⇒ 3 (4a - 1 ) = 4 × 2a
2a ⇒ 号

G \ ー

⇒ 12 a - 3 = 8 a ( 1 , 14a )
3

/

⇒ 4a = 3
:a=



7
( い )

OAFE とOBGP において
、

仮定よりFE11 BC ー ①

同位角 は等 しいので
⑨

LAEF =∠ ACB ー②メ
☆ AB に 対 する 円周角 は等しいので
θ X

θ LACB = CBPG ー③

② ,③ より
LAEF = LBPG ー④

仮定 より

皆二の
AD に対 する 円周角 は等 しいので

∠ACD =∠ABG ー⑩
⑤ .
⑥

.⑩ より OCAD とOBAG は 頂角 が等 しい

二等辺角形なので、
LBAG = LCAD
～

ー⑧
LFAE = LBAG-CCAP -⑨
LPAD = LCAD
～

- < CAP -⑩
⑧

.
⑨ .⑩より
LFAE = LPAD ー⑪

PDD の 円周角 は等 しいので
< PAD = LGBP ー⑫



⑪
,
⑫ より
< FAE = LGBP 一⑬

④
,⑬ より 2組 の

角

がそれぞれ等しいので 、
OAFE ∞ OBGP (証明終わり )

(2) 難問
FEOBC より 錯角が等 しい

ので
ー ←

680 < FEB - LEBC

Λ 88 ~ 68 (
: : LEBC =68

ペ

(680 . ～

)680
= /92 CD に対 する 円周角は 等しい

Λ
n ので

\
440 < CBD = LCAD

:
: LCAD : 68
m

～

OCAD は CA = CD の 二等辺消形なので 、
< CAD = LCDA : ∴ LCDA =68mn

OCAD の 内角 の和 は 180 だか、
∠ACDm = 180~ - ( 68 + 68)

= 180 - 136 ~

= 44
0

～

AD に 対 する 円周角 と中心角 より
LAODn = 2 × CACD

= 2 × 440
= 880
～



e

よって
< DOP
～

= 180
~

- LAOD
= 180 ~ -880

=≈
よって

AD = 2道径 4 TC

Y
3602

= 18π× 36㎡ 感災袋
= 2042 π
=等 π cm

u～


